
「介護職員等特定処遇改善加算」の「見える化」要件について

特定非営利活動法人 陽だまり

介護職員の処過改善については、「新 しい経済政策パ ッケージ(平成 29年 12月 8日 閣議決定)」 において、

『介護人材確保のための取組みをよリー緩進めるため、経験・技能ある職員に重点化を図りながら、介護職

員の更なる処遇改善を進める』とされ、今和元年 10月 消費税引き上げに伴 う報酬改定において『介護職員

等特定処遇改善加算』が創設 されました。

この加算を受給するためには、下記要件を満たしている必要があります。

【受給妥件】

|.現行の介護職員処遇改善カロ算 (|)～ (1‖ )を 取得 してヽヽる。

2.介護職員処遇改善カロ算の職場環境等要件に関 し、複数の取組みを行っている。

3.介護職員処遇改善加算に基づ く取組みについて、ホームページや′1滴 報公開制度への渇載等を通 じた

「見える化」 を行 う。

『見える化』要件とは…

介護職員等処遇改善カロ算を取得するために、上記の費給要件についての具体的取組み内容をホームペー

ジ等で公開するなどして、タト部から見える形で公開することです。

特定非営利活動法人陽だまりは、ホームページにて掲載いたします。

【介護職員処遇改善加算 '特定処遇改善加算・ベースアップ等夫撲加算 取イ、等状況】

処遇改善加算 | 特定処過改善加算 ‖ 介言賛職員等へ
｀`―スアップ等支援加算

【職場環境等要件】

区分 当所の取組み

入職促進への取組み ・法人の概要等ホームヘ
°一ゾ に掲載 し、経営理念等の取組み を広 く知 らせている。

・他業種か らの転職者 ・中高年齢者等、経験者・有資格者にこだわらない幅広い

採用の実施。

脂 質向上や キャ リア

ア ップに向けた支援

働きながら介護福社士取得 を目指す者へ実務者研修受講手続きの支援や、勤務

シフ トの考慮等を行い研修や講習を受けやすい環境を整備。

認知症実践者研修等の専門性の高い研修受講費用を負担する等の支援。

両立支援 ・多様な

働 き方の推進

職員の働きたい時間や事情等を考慮 し、可能な限り希望に応 じたシフ ト作成に

努めている。当法人と本人が互いに菫めば、正規職員への転換 も行っている。

有給体暇が取得できる環境の整備。

t身 の健康管理 非正規職員合めた全職員の健康診断曼診の支援を実施。常勤者は希望により胃

カメラや乳がん等の負荷検診を支援。夜勤が状態の職員へは年 2口の健康診断を実

施 している。希望により、イ呆健師の健康相談会を設けてヽヽる。

生産性向上のための

業務改善取組み

タグレット端末での記録や、音声入力等 ICT機器活用 し業務量削減を図っている。

障がい者就労支・:麦事業所と契約し、清掃業務の一部を担ってもらい、業務量の

削減を図っている。

やりがい 。働きがい

の醸咸

朝のミーティングにより、勤務環境やケア内容の改善の他、業務状況を把握。

また、業務や支援を連動的・効率的に行えるようワ1継 ぎの時間を設定 してヽヽる。

内部研修を定期的に開催 し、タト部研 1参で習得 した知識 ・技能のフィー ドバ ック

に努めてヽヽる。


